
母

の

麦酒
向山

知

福

里

盛

雄

は

し

が

き

沿
革
及
び
一
戸
籍
法

半日

例

四

学

説

五

む

す

ぴ

は

し

カ三

き

新
民
法
第
七
七
九
条
は
「
嫡
出
で
な
い
子
は
、
そ
の
父
叉
は
母
が
こ
れ
を
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
一
非
嫡
出
父

子
関
係
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
判
例
、
学
説
一
致
し
て
、
常
に
ハ
ス
の
認
知
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
母
に
つ
い
て
色
父
と
同
様

に
非
嫡
出
子
と
の
親
子
関
係
を
生
ず
る
に
認
知
が
必
要
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
判
例
、
学
説
と
も
長
い
間
そ
の
一
致
点
を
見
い
出
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
一
判
例
は
和
和
三
七
年
七
月
二
回
日
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
ま
で
は
非
嫡
出
子
母
子
関
係
は
認
知
を
必
要
と
す
る
原
則
を

母

の

認

知



沖

大

論

叢

離
れ
え
な
か
っ
た
。
昭
和
三
七
年
の
判
決
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
母
子
関
係
は
「
原
則
」
と
し
て
出
産
の
事
実
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
云
う
立

場
を
採
っ
た
。

適
法
な
婚
姻
関
係
に
な
い
父
母

φ
聞
に
生
れ
た
子
の
法
律
上
の
保
護
は
婚
姻
家
族
の
保
護
と
個
人
尊
重
、
平
等
の
原
則
の
要
請
と
の
調

和
上
ど
う
矛
盾
な
く
解
決
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
本
稿
は
現
行
法
の
解
釈
の
面
か
ら
各
学
説
上
の
相
異
点
を
考
察
し
よ
う
と
試
み

た。

沿
革
及
び
戸
籍
法
上

l 

明
治
民
法
(
明
治
三
十
一
年
七
月
十
六
日
施
行
)
以
前
は
私
生
児
と
母
と
の
関
係
は
明
治
六
年
一
月
十
八
日
の
太
政
官
布
告
第
二
十

一
弓
に
よ
る
と
「
妻
妾
ニ
非
ル
婦
女
ニ
シ
テ
分
娩
ス
ル
児
子
ハ
一
切
私
生
ヲ
以
テ
論
シ
其
婦
女
ノ
引
受
タ
ル
ヘ
キ
事
・
但
男
子
ヨ
リ
己
レ

ノ
子
ト
見
留
メ
候
上
ハ
婦
女
住
所
ノ
一
戸
長
ニ
詰
テ
免
れ
ヲ
得
候
者
其
子
男
子
ヲ
父
ト
ス
ル
ヲ
可
得
事
」
と
し
て
母
子
関
係
当
然
発
生
主
義

を
と
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
明
治
三
十
一
年
施
行
の
民
法
に
於
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
認
知
主
識
に
な
ら
い
、
法
的
母
子
関
係
の
発
生
を
常
に
認
知
に

か
か
ら
し
め
る
よ
う
に
旧
法
第
八
二
七
条
「
私
生
児
ハ
其
父
叉
ハ
母
ニ
於
テ
之
ヲ
認
知
す
る
こ
と
を
得
」
と
規
定
し
そ
れ
に
対
す
る
学
説

上
、
一
戸
籍
実
務
の
反
対
を
う
け
な
が
ら
も
、
和
和
一
一
一
一
年
の
新
民
法
に
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
。

2 

一
戸
籍
法
上
は
和
和
三
七
年
の
以
前
の
判
例
が
認
知
主
義
に
た
っ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
認
知
不
要
説
を
採
用
し
て
き
た
。
そ
の
主
な

る
理
由
は
次
の
四
つ
で
あ
る
。

ω一
戸
籍
法
は
嫡
出
子
の
出
産
制
は
第
一
順
位
に
父
、
父
が
不
在
等
で
屈
出
で
き
ぬ
場
合
及
び
出
生
前
に
離
婚
し
た
と
き
母
を
屈
出
義
務
者



と
し
て
い
る
。
そ
し
て
非
嫡
出
子
の
出
生
屈
は
第
一
順
位
に
母
が
屈
出
議
務
を
負
う
。
か
よ
う
に
母
に
非
嫡
出
子
の
出
生
屈
議
務
を
課
し

て
こ
れ
を
強
制
し
て
い
る
の
は
(
五
二
条
一
項
二
項
)
、
非
嫡
出
子
と
母
と
の
関
係
は
分
娩
と
云
う
事
実
に
よ
っ
て
当
然
発
生
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。

叉
棄
子
の
場
合
は
市
町
村
長
の
定
め
た
氏
名
本
籍
等
の
記
載
調
書
が
出
生
届
書
と
み
な
会
れ
る
が
(
五
七
条
)
、
父
叉
は
母
が
引
取
っ

た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
一
ヶ
月
以
内
に
出
生
の
届
出
を
し
戸
籍
の
訂
正
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
五

九
条
)
か
く
見
て
〈
る
と
一
戸
籍
法
上
は
母
の
出
生
届
は
あ
る
が
母
の
認
知
な
る
も
の
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
①

勿
論
こ
れ
に
対
し
て
は
唯
手
続
規
定
の
こ
の
点
の
み
か
ら
直
ち
に
実
体
法
上
も
母
子
関
係
が
当
然
発
生
す
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
か

な
ら
ず
し
も
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
と
云
う
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
⑨

ま
た
こ
れ
に
対
し
て
は
母
子
関
係
が
成
立
前
に
母
に
届
出
義
務
を
課
す
る
こ
と
は
お
か
し
い
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
出
生
届
は
認
知
の

意
思
表
示
を
認
め
る
と
し
て
、
出
生
届
義
務
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
母
に
つ
い
て
は
父
と
異
っ
て
任
意
認
知
と
い
う
も
の
は
な
く
、
子
の

請
求
な
く
と
も
母
子
関
係
の
証
明
を
第
三
者
が
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
法
上
認
知
を
強
制
せ
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
結
局
法
上
当
然
母

子
闘
を
認
め
る
こ
と
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
(
戸
籍
法
八
五
条
J
八
六
条
)
①

ω一
戸
籍
法
は
非
嫡
出
子
を
出
生
し
た
女
が
届
出
せ
ず
に
死
亡
叉
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
つ
き
、
同
居
者
、
医
者
、
産
襲
、
公
設

所
に
お
け
る
長
、
管
理
人
等
に
出
生
届
を
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
届
出
書
に
お
い
て
も
母
の
民
名
を
特
定
表
示
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
が
(
五
二
条
三
項
、
五
六
条
、
四
九
条
三
項
)
、
母
が
出
生
届
を
し
な
け
れ
ば
母
子
関
係
は
生
じ
な
い
と
云
う
の
で
あ
れ

ば
同
居
者
そ
の
他
第
三
者
か
ら
氏
名
を
何
某
と
し
て
届
出
き
せ
る
の
は
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
。

ω一
戸
籍
法
は
ハ
ス
が
認
知
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
届
出
事
項
を
定
め
て
い
る
が
、
母
の
認
知
を
す
る
場
合
の
届
出
記
載
事
項
を
定
め
て

L
な
L
。
(六

O
条
)
④

母

の

認

知



沖

大

論

議

四

ω戸
籍
法
に
は
、
母
の
認
知
を
予
想
し
た
と
と
き
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
規
定
の
表
現
上
民
法
と
歩
調
を
合
わ
し
た
こ
と

に
過
ぎ
な
い
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

ω

そ
し
て
母
の
出
生
届
に
は
、
た
と
え
子
が
成
年
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
承
諾
を
要
す
る
訳
で
は
な
く
、
叉
母
が
死
亡
後
五
年
以
上
経
過
後

で
も
、
同
居
人
が
母
が
知
れ
て
い
れ
ば
そ
の
母
の
氏
名
や
本
籍
を
記
載
し
て
届
出
す
べ
く
、
既
に
他
人
の
嫡
出
子
又
は
非
嫡
子
と
し
て
届

出
ら
れ
て
い
た
場
合
に
お
い
て
も
、
母
は
自
分
の
議
務
と
し
て
一
応
非
嫡
子
出
生
届
を
為
す
べ
き
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
①
一

d
H
リ
準，

例

次
に
主
な
る
四
つ
の
判
例
の
立
場
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

ω大
正
十
年
十
二
月
九
日
大
審
院
第
一
民
事
部
判
決
(
民
録
二
七
・
二
一

O
O
l
一二

O
三
)
は
共
有
権
確
認
抵
当
権
登
記
更
正
手
続
請

求
の
事
件
に
対
し
て
「
婚
姻
外
ニ
於
テ
生
レ
タ
ル
子
ハ
生
理
的
ニ
ハ
親
子
ナ
リ
ト
離
モ
法
律
上
ハ
未
タ
以
テ
親
子
関
係
の
発
生
ス
ル
ニ
至

ラ
ス
斯
カ
ル
関
係
ハ
其
父
又
ハ
母
ニ
於
テ
認
知
ヲ
為
ス
ニ
依
リ
テ
始
メ
テ
之
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
吾
成
法
上
ノ
制
度
ト
シ
テ
疑
ナ

キ
ト
コ
ロ
ナ
リ
、
蓋
若
シ
之
ヲ
爾
ラ
ス
ト
シ
苛
ク
モ
生
理
的
ニ
親
子
ナ
ル
事
実
カ
確
定
ス
ル
以
上
認
知
ヲ
竣
タ
ス
シ
テ
当
然
親
子
関
係
ノ

発
生
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
ム
カ
其
父
ニ
対
ス
ル
場
合
タ
ル
ト
其
母
ニ
対
ス
ル
場
合
タ
ル
ト
ニ
依
リ
テ
其
ノ
取
扱
ヲ
一
一
一
ニ
ニ
ス
ヘ
オ
何
等
ノ
道
理

有
可
カ
ラ
ス
而
モ
如
何
ナ
ル
場
合
ニ
於
テ
モ
父
の
認
知
ナ
キ
限
リ
法
律
上
之
ヲ
親
子
ト
目
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
何
等
ノ
疑
ナ
キ

以
上
独
リ
母
ノ
場
合
に
於
テ
ノ
ミ
苛
モ
生
母
タ
ル
事
実
ガ
明
白
ナ
ル
限
リ
認
知
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
法
律
上
当
然
親
子
関
係
ヲ
発
生
ス
ト
論
断

セ
ム
ハ
権
衡
ヲ
失
ス
ル
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
レ
パ
ナ
リ



原
裁
判
所
カ
専
ラ
生
理
的
ノ
関
係
ノ
ミ
著
目
シ
コ
レ
有
ル
ト
キ
ハ
子
ハ
当
然
母
ノ
私
生
子
ナ
リ
ト
判
定
シ
タ
ル
ハ
法
律
ノ
解
釈
ヲ
誤
レ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
件
上
訴
ハ
此
点
ニ
於
テ
理
由
有
リ
・
・
・
と
婚
姻
外
で
生
ま
た
子
に
対
す
る
法
律
上
の
親
子
関
係
は
認
知
に
よ
っ
て
始

め
て
発
生
す
る
と
し
て
認
知
主
義
を
採
っ
て
い
る
①
@

文
本
件
で
は
母
か
ら
は
勿
論
何
人
か
ら
も
私
生
子
出
生
子
出
生
届
が
な
さ
れ
て
お
ら
な
い
点
を
考
慮
す
る
と
母
が
私
生
子
出
生
届
を
し

て
い
た
な
ら
ば
判
決
の
態
度
も
叉
別
の
観
点
か
ら
処
理
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
@
。
母
の
私
生
子
出
生
届
が
な
さ
れ
て
い
る
と
き

に
は
そ
の
出
生
届
に
認
知
の
効
力
を
認
め
た
判
決
が
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

ω大
審
院
大
正
十
二
年
三
月
九
日
第
一
民
事
部
判
決
(
民
集
ニ
・
一
四
三

l
一
四
六
)
は
、
ハ
χ
カ
康
子
出
生
ノ
届
出
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ

ハ
其
ノ
届
出
ハ
認
知
ノ
効
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
一
戸
籍
法
第
八
十
三
条
(
現
削
除
)
ノ
規
定
ス
ル
所
ニ
シ
母
の
自
ラ
私
生
子
出
生

の
届
出
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
私
生
子
認
知
届
出
ノ
効
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ニ
付
テ
ハ
戸
籍
法
上
何
等
規
定
ス
ル
所
ナ
キ
モ

右
両
者
ヲ
比
較
シ
テ
考
フ
ル
ニ
均
シ
ク
出
生
届
出
ニ
シ
テ
前
者
ハ
其
ノ
届
出
ト
同
時
-
一
認
知
届
出
ノ
効
力
ヲ
生
ス
ル
ニ
掬
ラ
ス
後
者
ノ
ミ

其
ノ
届
出
ト
同
時
ニ
認
知
届
出
ノ
効
力
ヲ
生
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ヘ
キ
何
等
ノ
理
由
ヲ
発
見
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
カ
故
ニ
既
ニ
叉
ハ
ス
カ
為

シ
タ
ル
康
子
出
生
ノ
届
出
ニ
シ
テ
同
時
ニ
康
子
認
知
届
出
ニ
シ
テ
同
時
ニ
康
子
認
知
届
出
ノ
効
力
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
規
定
ア
ル

以
上
ハ
母
カ
為
シ
タ
ル
私
生
子
出
生
ノ
届
出
モ
亦
同
時
ニ
私
生
認
知
ノ
効
力
ヲ
生
ス
ル
ト
認
メ
タ
ル
ノ
法
意
ナ
リ
ト
解
ス
ル
ニ
難
カ
ラ
ス

ト
」
の
理
由
に
依
っ
て
母
が
私
生
子
の
出
生
の
届
出
を
な
し
た
る
と
き
は
認
知
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
た
。
⑩

本
件
に
お
い
て
は
母
が
私
生
子
出
生
届
を
な
し
て
い
た
か
ら
そ
れ
に
認
知
の
効
力
を
認
め
て
解
決
し
た
の
で
あ
る
が
母
が
私
生
子
出
生

届
も
、
認
知
屈
も
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
こ
れ
で
は
説
明
で
き
な
く
な
る
。

ω母
が
認
知
屈
も
私
生
子
出
生
届
も
し
な
か
っ
た
場
合
に
母
の
扶
養
義
務
の
寄
否
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
於
い
て
大
審
院
昭
和
二
年

(
オ
)
第
八
九
四
号
昭
和
三
年
一
月
三
十
日
第
一
民
事
前
判
決
は
(
民
集
七
・
一
ニ

l
ニ
O
)
甲
カ
乙
ノ
養
子
ト
ナ
リ
乙
方
-
一
於
テ
私
生

母

の

認

知

五



沖

大

論

叢

~ ノ、

子
丙
を
分
娩
シ
タ
ル
後
三
四
十
日
ニ
シ
テ
丙
ヲ
乙
万
ニ
放
置
シ
テ
実
家
に
立
帰
リ
乙
ヨ
リ
丙
ヲ
養
育
ス
ヘ
キ
旨
要
求
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
拘
ラ

ス
乙
ニ
応
セ
サ
シ
事
実
ヲ
認
定
シ
タ
ル
後
甲
カ
丙
ヲ
認
知
シ
タ
ル
事
実
ナ
キ
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
甲
ト
丙
ト
ハ
法
律
上
親
子
関
係
ヲ
生
セ

ス
従
テ
甲
ハ
丙
ヲ
扶
養
ス
ル
義
務
ヲ
負
ウ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
サ
ル
旨
判
示
シ
タ
ル
然
レ
ト
モ
甲
カ
丙
を
分
娩
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
以
上
扶
養
義

務
ノ
関
係
ニ
於
テ
ハ
甲
ハ
丙
ノ
直
系
尊
属
ト
シ
テ
民
法
第
九
五
四
条
-
一
依
リ
丙
ヲ
扶
養
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負
ウ
モ
ノ
ト
解
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

と
し
て
、
私
生
子
の
母
は
認
知
の
届
出
を
し
な
と
き
で
い
も
扶
養
義
務
の
関
係
に
於
い
て
は
直
系
尊
属
と
し
て
之
を
扶
養
す
る
こ
と
を
要

す
る
と
判
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
判
決
は
扶
養
義
務
を
法
律
上
の
母
子
関
係
と
分
縦
し
事
実
上
の
抑
制
子
関
係
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
即
ち
、
事
実
上
の
母
子
関
係
は
認

知
を
待
ず
分
娩
と
云
う
明
確
な
事
実
に
か
か
ら
し
め
、
法
律
上
の
親
子
関
係
は
認
知
に
か
か
ら
し
め
て
い
る
。
@
⑫
⑬

ω昭
和
三
七
年
四
月
二
七
日
第
二
小
法
定
判
決
は
親
子
関
係
存
否
確
認
請
求
事
件
(
原
告
X
は
A
と
妄
関
係
を
継
続
し
て
い
る
内
に

Y

を
生
ん
だ
が
、

Y
を
家
格
の
や
が
ま
し
か
っ
た

A
の
籍
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
叉
X
の
養
父
母
E
F
の
反
対
の
た
め

X
の
籍
に
も
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
養
父
母
の
知
人
C
D
の
嫡
出
子
と
し
て
届
け
出
、

そ
の
旨
記
載
さ
れ
た
。

X
は
Y
を
自
分
の
手
許
で
養
育
し
よ
う
と

し
て

Y
と
養
子
縁
組
を
し
た
が
、

Y
K
A
の
家
業
を
継
が
せ
る
た
め
離
縁
し
、

A
及
び
そ
の
妻
Y
と
Y
と
縁
組
令
し
た
。

Y
は
出
生
以
来

X
に
養
育
さ
れ
て
育
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
最
近

Y
は
X
が
自
分
の
親
で
あ
る
こ
と
を
否
認
す
る
の
で
、

X
よ
り
Y
に
対
し
親
子
関
係
害

在
確
認
を
求
め
た
事
件
)
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
当
然
発
生
主
義
を
採
っ
た
と
い
え
る
。

本
件
に
対
し
て
第
一
審
(
東
京
地
方
裁
判
所
)
は
「
Y
が
X
の
子
で
あ
る
こ
と
が
淘
に
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
」
と
し
て

X
の
主
張
を
認

め、

Y
が
控
訴
し
控
訴
審
(
東
京
高
等
裁
判
所
岡
和
三
五
年
七
月
二
五
日
判
決
)
は
控
訴
を
棄
却
し
た
。

Y
は
更
に
親
子
の
生
理
的
事
実

的
側
面
の
認
定
の
誤
認
の
点
を
主
張
し
て
上
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
最
高
裁
判
所
は
上
告
人

(
Y
)
の
主
張
を
し
り
ぞ
け
た
。
そ
し
て
更

に
な
お
附
言
す
る
に
、
母
と
そ
の
非
嫡
出
子
と
の
閣
の
親
子
関
係
は
、
原
則
と
し
て
、
母
の
認
知
を
侯
た
ず
、
分
娩
の
事
実
に
よ
り
当
然



発
生
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
被
上
告
人
が
上
告
人
を
認
知
し
た
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
分
娩
の
事
実

を
認
定
し
た
の
み
で
、
そ
の
聞
に
親
子
関
係
の
存
在
を
認
め
た
原
判
決
は
正
当
で
あ
る
」
と
し
て
裁
判
官
全
員
一
致
で
上
告
を
棄
却
し

'

』

0

み

t

以
上
母
と
非
嫡
出
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
主
な
る
判
例
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
か
よ
う
な
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
異

論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

要
す
る
に
判
例
は
、
ま
ず
私
生
子
と
そ
の
母
と
の
法
律
関
係
は
認
知
に
よ
っ
て
の
み
生
ず
る
と
い
う
第
一
線
を
は
り
な
が
ら
、
忽
ち
認

知
な
し
に
も
出
生
届
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
と
す
る
第
二
線
に
後
退
レ
、
さ
ら
に
叉
扶
養
関
係
に
つ
い
て
は
、
認
知
も
出
生
届
も
必
要
で
な
い

と
云
う
第
三
線
ま
で
後
退
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
判
例
が
一
歩
一
歩
後
退
せ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
結
局
最
初
の
出
発
点
に
誤

り
が
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
判
例
の
い
う
よ
う
に
、
生
理
的
な
親
子
関
係
が
直
ち
に
法
律
上
の
親
子
関
係
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
、

一
般
論
と
し
て
な
ら
ば
、
あ
な
が
ち
不
当
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
機
微
に
し
て
証
明
困
難
な
父
子
関
係
と
姫
娠
分
娩
と
い
う
明

白
な
事
実
を
伴
う
母
子
関
係
と
を
同
一
に
取
扱
う
こ
と
は
か
え
っ
て
正
当
で
な
い
。
父
と
母
と
に
お
け
る
、
生
理
的
事
実
の
相
違
を
看
過

し
法
律
上
の
取
扱
い
を
同
じ
く
し
よ
う
と
す
る
所
に
無
理
が
あ
り
、
必
要
以
上
に
私
生
子
を
逆
遇
す
る
結
果
と
も
な
る
訳
で
あ
る
。

和
三
七
年
四
月
二
七
日
判
決
前
の
判
例
に
対
す
る
批
判
)
⑬

昭
和
三
七
年
判
決
は
親
子
関
係
寄
在
確
認
請
求
事
件
で
あ
り
附
言
と
し
て
し
か
も
原
則
と
し
て
の
但
書
は
附
せ
ら
れ
て
は
い
る
が
母
子

関
係
に
認
知
は
不
必
要
で
あ
り
分
娩
と
云
う
事
実
に
よ
っ
て
当
然
発
生
す
る
主
義
を
採
'
っ
た
こ
と
は
そ
の
意
義
大
で
あ
る
。
⑮
⑮

昭

母

の

認

知

七
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四

学

説

一
、
非
嫡
出
子
と
母
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
認
知
必
要
説
(
要
認
知
説
)
と
当
然
発
生
説
、
(
認
知
不
要
説
・
事
実
説
)
と
に
大
別
で
き
る
。

認
知
必
要
説
は
非
嫡
出
子
関
係
は
婚
外
の
父
子
関
係
と
同
様
に
母
の
認
知
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
対
し
当
然
発
生
説
は
父
子
関

係
と
異
っ
て
非
嫡
出
子
と
母
と
の
関
係
は
出
生
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
解
す
る
。

次
に
両
者
の
主
な
る
学
説
を
通
じ
て
そ
の
主
張
の
根
拠
を
考
察
し
よ
う
。

l 

要

認

知

説

ω谷
口
教
授
は
民
法
の
解
釈
は
や
は
り
母
子
関
係
も
認
知
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
と
解
す
る
他
は
な
い
と
思
う
。
か
く
知
し
で
も
、
母
の

出
生
届
に
お
い
て
、
叉
他
人
が
届
出
た
場
合
は
母
の
養
育
の
事
実
に
お
い
て
認
知
の
意
思
表
示
を
認
め
得
る
か
ら
普
通
一
般
の
場
合
に
不

都
合
を
生
じ
な
い
。
母
が
出
生
届
(
認
知
)
を
肯
ん
じ
な
い
場
合
は
、
子
の
側
か
ら
出
生
届
(
認
知
)
請
求
を
為
さ
し
む
べ
く
叉
、
他
人

の
出
生
届
に
よ
り
母
が
一
戸
籍
K
表
示
さ
れ
て
い
る
と
き
で
も
、
そ
の
母
が
母
た
る
こ
と
を
争
い
、
養
育
せ
ぬ
場
合
は
、

や
は
り
認
知
の
請

求
を
な
さ
し
む
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
成
年
の
子
に
対
し
母
が
出
生
届
(
認
知
)
を
す
る
に
つ
い
て
は
子
の
承
諾
を
要
す
る
も
の
と
し
、
子
が
子
な
く
て
死
亡
し
た
後

に
は
認
知
が
で
き
ず
、
従
っ
て
母
の
扶
養
乃
至
相
続
の
請
求
は
許
き
れ
な
い
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
実
際
上
、
前
に
見
た
様
に

棄
子
の
場
合
と
か
虚
偽
出
生
届
な
ど
に
よ
り
他
人
の
子
と
な
っ
て
い
る
場
合
と
か
極
め
て
稀
な
場
合
に
し
か
母
の
認
知
は
問
題
と
な
り
得

な
い
の
で
あ
り
、
子
の
出
生
一
の
秘
密
を
蔽
い
朗
か
な
成
人
を
期
す
る
こ
と
も
一
つ
の
政
策
と
し
て
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点

の
考
慮
か
ら
し
で
も
、
母
子
何
れ
か
の
発
意
と
希
望
と
に
従
つ
て
の
み
真
実
の
親
子
関
係
を
公
け
な
ら
し
む
る
認
知
必
要
説
の
方
が
、

み



だ
り
に
他
人
に
よ
っ
て
身
分
を
暴
露
せ
し
め
ら
れ
る
可
能
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
当
然
母
子
関
係
法
認
説
よ
り
も
望
ま
し
い
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
と
認
知
必
要
説
を
採
ら
れ
る
@
。

ω中
島
玉
吉
教
授
は
昭
和
二
年
五
月
七
日
の
岡
山
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
め
ぐ
っ
て
(
母
の
出
生
届
が
な
い
事
例
)
に
対
し
て
母
の
出

生
届
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
民
法
の
解
釈
と
し
て
は
法
律
上
の
母
子
関
係
は
生
じ
な
い
と
判
決
し
た
の
は
正
鶴
を
得
た
も
の
と
云
わ
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。

然
し
法
律
の
正
文
を
離
れ
て
事
実
関
係
を
綜
合
し
て
見
る
と
遠
か
に
首
肯
し
兼
ね
る
点
が
あ
る
。

即
ち
被
告
た
る
女
は
戸
籍
吏
に
対
し
て
は
母
た
る
こ
と
の
意
志
表
示
は
し
て
居
ら
ぬ
と
は
云
え
裁
判
上
に
於
て
は
そ
の
子
を
分
娩
し
た

る
事
実
を
争
っ
て
居
ら
な
い
。
即
ち
其
の
女
が
そ
の
子
を
分
娩
し
た
る
事
実
を
認
め
て
居
る
に
拘
は
ら
ず
法
律
上
は
母
子
の
関
係
を
生
じ

な
い
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
と
な
く
蹄
に
落
ち
な
い
所
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
立
法
論
に
渉
る
嫌
が
あ
る
と
し
て
認
知
必
要
説

を
採
ら
れ
て
い
る
。
⑬

2 

認
知
心
要
説

ω中
川
教
授
は
第
七
七
九
条
は
「
嫡
出
子
で
な
い
子
は
そ
の
父
又
は
母
が
そ
れ
を
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
従
っ

て
一
見
嫡
出
で
な
い
親
子
関
係
は
、
父
に
つ
い
て
も
、
母
に
つ
い
て
も
、
認
知
が
な
け
れ
ば
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
特
殊
な
場
合
を
除
け
ば
母
子
関
係
は
分
娩
の
事
実
に
よ
っ
て
明
確
な
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
認
知
を
も
っ
て
の
み
親
子
関
係
が

発
生
す
る
と
な
す
べ
き
必
要
は
な
い
。
通
常
の
場
合
に
は
、
母
子
関
係
は
子
の
出
生
に
よ
っ
て
、
当
然
発
生
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

母
の
認
知
が
な
さ
れ
る
の
は
稀
な
棄
児
等
の
場
合
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
の
認
知
も
、
む
し
ろ
母
子
関
係
の
認
知
を
み
る
べ
き
で
は
な

母

の

認

知

九
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い
と
主
張
さ
れ
、
問
和
三
七
年
四
月
二
七
日
の
最
高
裁
判
所
判
決
ま
で
の
判
例
の
態
度
が
私
生
子
と
そ
の
母
と
の
法
律
関
係
は
認
知
に
よ

つ
て
の
み
生
ず
る
と
い
う
第
一
線
を
は
り
な
が
ら
忽
ち
認
知
な
し
に
も
出
生
届
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
と
す
る
第
二
線
に
後
退
し
さ
ら
に
扶
養

関
係
に
つ
い
て
は
認
知
も
出
生
届
も
必
要
で
な
い
と
い
う
第
三
線
ま
で
後
退
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
判
例
が
一
歩
一
歩
後
退
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
は
結
局
最
初
の
出
発
点
に
誤
り
が
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
認
知
必
要
の
挙
げ
る
特
殊

な
事
例
に
対
し
て
は
か
か
る
特
殊
な
事
情
を
以
っ
て
全
般
を
律
す
る
こ
と
は
無
理
だ
と
考
え
る
と
反
論
な
さ
れ
て
い
る
。
⑮

ω山
中
康
雄
教
授
は
母
子
の
親
子
関
係
の
場
合
に
は
そ
の
存
在
を
肯
定
す
べ
き
百
パ
ー
セ
ン
ト
確
実
な
証
拠
と
し
て
出
生
と
云
う
こ
と
で

品のヲ。。出
生
よ
り
も
確
実
性
の
ひ
く
い
認
知
に
対
し
て
そ
れ
を
証
拠
に
法
的
親
子
関
係
を
形
成
す
る
効
果
を
み
と
む
べ
き
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

出
生
に
対
し
て
お
な
じ
効
果
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
ま
っ
た
く
な
い
。
か
く
て
母
子
親
子
関
係
は
法
的
に
は
出
生
に
よ
っ
て
当
然
に
成
立

す
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
く
解
す
る
と
母
の
認
知
を
云
う
こ
と
が
あ
り
う
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
問
題
と
な
る
。

け
だ
し
母
の
認
知
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
母
が
自
分
が
生
ん
だ
子
な
の
だ
と
い
う
こ
と
の
確
認
の
意
思
表
示
な
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
法
的
親
子
関
係
の
形
成
の
効
果
は
右
の
確
認
さ
れ
た
出
生
と
云
う
こ
と
に
も
と
づ
い
て
は
じ
め
か
ら
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
り
、
認
知
と
い
う
確
認
の
意
思
表
示
に
も
と
づ
い
て
遡
及
的
に
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

母
の
認
知
は
、
そ
の
子
は
自
分
の
生
ん
だ
子
な
の
だ
と
云
う
こ
と
の
確
認
で
あ
る
の
で
あ
り
、
出
生
関
係
の
容
在
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
の
証
拠
に
ほ
か
な
ら
な
ぬ
。

右
の
よ
う
な
証
拠
を
つ
く
り
だ
す
も
の
と
い
う
意
味
で
母
の
認
知
と
い
う
こ
と
を
み
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
母
子
と
い
う
法

的
親
子
関
係
の
形
成
は
出
生
に
よ
る
と
解
す
べ
く
こ
の
意
味
で
は
、
母
の
認
知
は
棄
子
な
ど
の
よ
う
な
場
合
し
か
必
要
が
な
い
こ
と
に
な



る
と
主
張
さ
れ
る
。
側

ω柳
瀬
兼
助
教
授
は
私
生
子
を
分
娩
し
た
母
が
更
に
そ
の
子
の
認
知
を
為
す
が
如
き
こ
と
は
通
常
の
稀
で
あ
る
か
ら
、
若
し
判
例
の
知

く
認
知
な
き
限
り
、
親
子
関
係
な
し
と
す
る
な
ら
ば
、
私
生
子
の
殆
ん
ど
全
部
法
上
親
を
有
せ
な
い
結
果
と
な
る
と
判
例
を
批
判
さ
れ
、

民
法
第
八
三
一
条
(
現
七
八
三
条
)
に
は
」
父
ハ
胎
内
ニ
在
ル
子
外
難
モ
之
ヲ
認
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
此
ノ
場
合
ユ
於
テ
ハ
母
ノ
承
諾
ヲ

得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
あ
っ
て
父
の
み
に
つ
い
て
規
定
す
る
若
し
母
子
関
係
に
も
認
知
を
要
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
母
の
胎
児
の
認
知
も

父
の
場
合
と
同
様
に
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
胎
児
の
認
知
の
実
益
は
、
子
の
出
生
前
父
が
死
亡
す
る
虞
れ
の
あ
る
場
合
或
は
強
制

認
知
の
手
段
を
採
る
が
如
き
頬
雑
を
避
け
得
る
に
在
る
。
し
か
ら
ば
こ
の
こ
と
は
若
し
母
の
認
知
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
母
の
胎
児
の

認
知
も
同
様
に
許
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

併
し
母
が
自
ら
懐
胎
す
る
子
を
誰
の
子
で
も
な
い
自
分
の
子
で
あ
る
と
認
め
る
意
思
表
示
を
為
す
と
云
う
が
如
き
こ
と
は
実
に
奇
異
な

こ
と
で
あ
り
、
叉
法
に
何
ら
の
規
定
も
な
い
が
第
八
三
一
条
(
現
七
八
三
条
)
に
は
母
の
承
諾
を
必
要
と
し
戸
籍
法
第
八
二
条
(
現
四
九

条
)
に
は
母
の
氏
名
の
記
載
を
要
求
し
て
い
る
。
此
の
場
合
、
母
は
勿
論
胎
児
の
母
で
あ
る
が
出
生
し
て
若
し
そ
の
母
が
認
知
出
生
届
を

為
さ
ぎ
る
場
合
は
出
生
と
共
に
母
で
な
く
な
る
と
云
う
奇
妙
な
結
果
に
な
る
。

故
に
理
論
は
一
貫
せ
ぬ
虞
は
あ
る
が
、
通
常
母
関
係
は
分
娩
の
事
実
に
よ
っ
て
発
生
し
、
た
だ
棄
子
の
知
く
誰
が
分
娩
し
た
か
不
明
な

る
場
合
母
の
認
知
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
と
主
張
な
さ
れ
て
い
る
。

ω

ω松
坂
佐
一
教
授
は
嫡
出
で
な
い
子
と
母
と
の
親
子
関
係
は
子
の
出
生
に
よ
っ
て
当
然
に
生
ず
る
。
け
だ
し
父
子
関
係
が
慎
胎
と
い
う
証

明
の
困
難
な
事
実
に
か
か
っ
て
い
る
に
反
し
、
母
子
関
係
は
分
娩
と
い
う
明
白
な
事
実
を
伴
う
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
棄
子
な
ど
の
場
合
に
お
い
て
も
母
の
認
知
は
母
子
関
係
の
確
認
で
あ
る
。

子
の
母
に
対
す
る
認
知
請
求
は
母
子
関
係
確
認
の
訴
の
性
質
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
な
さ
れ
て
い
る
。
倒

母

の

認

知

四
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∞
青
山
道
夫
教
授
は
嫡
出
で
な
い
子
と
そ
の
母
と
の
母
子
関
係
は
分
娩
に
よ
っ
て
当
然
に
生
じ
と
く
に
認
知
を
必
要
と
し
な
い
と
解
し
て

.、、。
e
L
 

母
の
認
知
が
さ
れ
る
の
は
稀
に
棄
児
な
ど
の
場
合
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
の
認
知
も
母
子
関
係
の
確
認
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
第
七
七

九
条
に
母
が
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
こ
の
意
味
で
あ
る
と
解
か
れ
て
い
る
@
。

次
に
認
知
必
要
説
と
当
然
発
生
説
と
の
具
体
的
問
題
を
め
ャ
っ
て
そ
の
主
な
る
相
異
を
述
べ
る

認
知
必
要
説
の
第
一
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
経
済
上
の
困
窮
が
社
会
的
に
出
産
を
隠
秘
に
附
す
べ
き
特
別
の
事
情
(
例
え
ば
母
の

姦
通
、
未
婚
女
子
の
出
産
)
が
あ
る
場
合
は
其
の
認
知
制
度
は
子
の
出
生
の
秘
密
を
蔽
い
朗
か
な
成
人
を
期
す
る
と
云
う
点
を
主
張
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
当
然
発
生
説
の
側
か
ら
は
次
の
よ
う
な
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
づ
認
知
必
要
説
が
子
の
出
生
の
秘
密
を
蔽
い

か
く
す
る
こ
と
に
役
立
つ
反
面
、
子
の
犠
牲
に
お
い
て
母
の
行
跡
の
「
秘
密
を
蔽
い
」
か
く
す
こ
と
に
役
ち
う
る
こ
と
を
軽
視
し
ま
た

子
の
遺
棄
や
虚
偽
出
生
届
出
な
ど
の
違
法
行
為
の
是
認
の
う
え
に
子
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
ゆ
き
す
ぎ
に
陥
っ
て
は
い
け
な
い
だ
ろ

工う
か
。
@

ま
た
そ
の
子
の
親
の
が
わ
に
そ
の
子
の
親
で
あ
る
こ
と
を
世
聞
に
か
く
し
て
お
き
た
い
い
ろ
い
ろ
の
事
情
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
・
:

:
:
:
こ
の
よ
う
な
親
の
得
手
勝
手
ゃ
、
都
合
の
た
め
の
制
度
と
し
て
認
知
制
度
を
是
認
す
る
こ
と
は
、
も
っ
て
ほ
か
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
親
の
勝
手
を
さ
せ
な
い
た
め
に
認
知
の
訴
の
制
度
も
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

ま
た
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
婚
姻
に
よ
ら
ぬ
子
に
つ
い
て
、
母
に
出
生
届
の
議
務
を
み
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。



他
人
の
嫡
出
子
と
し
て
出
生
届
を
し
て
も
ら
っ
て
そ
の
子
が
ほ
が
ら
か
に
成
長
し
て
ゆ
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
認
知

な
く
て
法
律
上
の
親
子
関
係
は
成
立
せ
ず
と
考
え
べ
‘
‘
き
で
あ
ろ
う
か
こ
れ
も
解
釈
上
肯
定
し
え
ぬ
こ
と
と
思
う
。
わ
が
民
法
は
、
他
人
の

嫡
出
子
と
し
て
出
生
届
を
し
て
も
ら
っ
て
も
法
的
に
は
そ
の
人
の
嫡
出
子
と
な
る
と
云
う
効
果
は
生
じ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
解
釈
上
ほ
と

ん
ど
異
論
を
き
か
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
利
害
関
係
人
は
い
つ
で
も
そ
の
子
が
そ
の
人
の
嫡
出
子
で
な
い
と
い
う
こ
と
の
確
認
を
訴

求
し
う
る
の
で
あ
る
。

わ
が
民
法
に
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
よ
う
な
出
生
証
書
と
身
分
占
有
と
が
一
致
す
る
か
ぎ
り
な
ん
び
と
も
証
書
に
記
載
さ
れ
た
親
子
関
係

の
容
在
す
る
こ
と
を
否
定
し
え
ぬ
と
す
る
制
度
は
な
い
の
で
あ
る
。

婚
姻
に
よ
ら
ぬ
子
の
不
利
益
を
ふ
せ
ぐ
と
云
う
こ
と
の
た
め
に
は
、
別
の
し
か
た
で
な
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
自
然
の
血
族
に
よ
る
親
子
関

係
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
法
的
に
親
子
関
係
と
し
て
み
と
め
な
い
と
云
う
や
り
か
た
で
こ
れ
を
な
す
べ
き
で
は
な
い
倒

2 

幼
時
要
扶
養
の
時
は
放
置
し
て
お
い
て
い
る
が
成
年
に
な
っ
て
か
ら
母
か
ら
扶
養
の
請
求
が
で
き
る
点
を
め
ぐ
っ
て
認
知
必
要
説
は

当
然
発
生
説
に
よ
る
と
母
は
分
娩
し
た
母
た
る
こ
と
を
立
証
し
て
、
当
然
に
成
年
の
子
よ
り
扶
養
を
求
め
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
認
知
を

要
す
る
と
い
う
見
解
に
よ
る
と
、
子
が
承
諾
を
し
な
け
れ
ば
認
知
を
得
し
え
な
い
か
ら
、
子
は
扶
養
を
欲
し
な
け
れ
ば
認
知
に
承
諾
を
し

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
従
っ
て
母
は
扶
養
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
当
否
が
問
題
と
な
る
釈
だ
が
、
幼
児
養
育
を
せ
ず
に
放
置
し
他
人
に
養
わ
し
め
て
成
人
し
た
子
に
養
わ
れ
よ
う
と
い
う
の
が
不
当

で
あ
る
と
し
て
成
年
子
の
認
知
に
対
す
る
承
諾
を
要
件
と
る
す
も
の
と
す
れ
ば
、
父
の
場
合
と
母
の
場
合
と
を
区
別
す
べ
き
理
由
は
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
子
が
承
諾
せ
ぬ
限
り
扶
養
議
務
を
負
わ
ず
と
す
る
認
知
を
認
め
る
解
釈
の
方
が
民
法
の
規
定
を
生
か
す
所
以
で
は
な
か

母

の

認

知

四

ろ
う
か
と
主
張
さ
れ
る
。
脚

こ
れ
に
対
し
て
当
然
発
生
説
は
こ
の
こ
と
は
婚
姻
に
よ
る
子
に
つ
い
て
も
生
じ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
右
の
よ
う
な
身
勝
手
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な
親
の
事
情
は
「
扶
養
の
程
度
叉
は
方
法
に
つ
い
て
、
当
時
者
聞
に
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
叉
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
扶
養
権
利
者
の
需
要
、
扶
養
義
務
者
の
資
力
そ
の
第
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
家
庭
裁
判
所
が
こ
れ
を
定
め
る
」

(
八
七
九
条
)

と
い
う
こ
と
に
ふ
く
め
て
考
慮
せ
ら
れ
る
べ
く
、

そ
の
う
え
で
右
の
子
が
扶
養
を
な
し
う
る
だ
け
の
十
分
の
余
裕
が
あ
る
と
き
は
な
お
、

扶
養
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
の
方
が
結
果
に
お
い
て
妥
当
だ
と
考
え
る
・
も
の
で
あ
る
。
私
に
は
十
分
な
資
力
を
も
っ
子
が
い
か
に
身
勝
手

な
親
で
あ
る
に
せ
よ
、
認
知
に
対
す
る
承
諾
を
こ
ぱ
み
、
扶
養
を
拒
否
す
る
の
は
好
ま
し
い
こ
と
と
は
思
わ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
右
の
親
の
身
勝
手
さ
は
「
扶
養
の
程
度
又
は
方
法
」
(
八
七
九
条
)
の
決
定
に
あ
た
っ
て
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
み
る
。

こ
の
点
で
は
出
生
説
の
方
が
要
認
知
説
よ
り
結
果
に
お
い
て
妥
当
で
あ
る
。
帥

更
に
生
母
が
嫡
出
子
を
「
何
人
か
に
育
て
」
さ
せ
、
ま
た
「
愛
育
の
努
力
を
為
さ
」
な
か
っ
た
場
合
こ
の
母
の
扶
養
請
求
権
や
相
続
権

を
否
定
す
べ
き
か
否
か
の
問
題
と
の
比
較
考
慮
な
し
に
、
非
嫡
出
子
の
場
合
だ
け
独
立
に
そ
れ
ら
を
否
定
し
よ
う
と
い
う
や
や
性
急
な
議

論
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
嫡
出
子
の
場
合
こ
そ
、
そ
れ
ら
を
否
定
す
べ
き
一
層
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
側

中
川
教
授
も
別
の
観
点
か
ら
反
論
な
さ
れ
て
い
る
。

現
に
自
か
ら
認
知
を
も
出
生
届
を
も
し
な
い
母
が
自
分
の
生
ん
だ
非
嫡
出
子
に
対
す
る
扶
養
を
拒
ん
だ
事
例
に
対
す
る
大
審
院
の
判
決

に
対
し
て
、
六
審
院
は
自
分
の
掘
っ
た
墓
穴
に
落
ち
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
形
に
な
り
な
が
ら
も
、
扶
養
議
務
の
関
係
|
こ
れ
は
固
よ

り
法
律
上
の
関
係
で
あ
る

l
が
発
生
す
る
た
め
に
は
法
律
上
の
親
子
関
係
を
要
せ
ず
、
単
に
分
娩
の
事
実
さ
え
認
ゆ
，
U
れ
て
い
れ
ば
い
い

と
い
っ
た
。
結
論
と
し
て
は
誰
し
も
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
決
し
て
正
し
い
理
解
と
は
い
え
芯
い
で
あ
ろ
う
。
ス
イ
ス

民
法
第
三
O
二
条
が
「
嫡
出
で
な
い
親
子
関
係
は
出
生
に
よ
っ
て
そ
の
母
子
の
聞
に
発
生
す
る
」
と
い
い
、
別
に
「
父
子
の
聞
に
お
い
て

は
、
認
知
ま
た
は
判
決
に
よ
っ
て
非
嫡
出
親
子
関
係
を
虫
ず
る
」
と
い
う
表
現
を
採
っ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
主
張



さ
れ
て
い
る
。
側

非
嫡
出
子
と
母
と
の
閣
の
相
続
関
係
を
め
ぐ
っ
て
要
認
説
に
よ
る
と
子
は
母
の
死
亡
後
三
年
以
内
に
限
り
認
知
の
訴
を
促
起
し
、
そ

の
上
で
相
続
権
を
主
張
し
得
べ
く
、
一
二
年
経
過
後
は
相
続
し
得
ず
、
ま
た
母
は
子
に
直
系
尊
属
が
い
る
場
合
で
な
い
と
死
亡
し
た
子
を
認

知
し
得
ぬ
か
ら
(
七
八
三
条
二
項
)
子
を
相
続
し
得
ぬ
こ
と
と
な
る
。

3 
以
上
要
す
る
に
当
然
発
生
説
は
子
を
し
て
生
母
の
死
後
三
年
以
上
経
過
後
に
相
続
権
を
主
張
し
得
し
め
る
点
で
子
に
利
益
と
な
る
が
、

成
年
の
子
に
愛
育
を
受
け
ず
、
母
と
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
に
拘
ら
ず
生
母
を
扶
養
す
る
議
務
を
負
わ
し
め
、
ま
た
生
母
を
し
て
愛
育
の

努
力
を
せ
ず
し
て
子
の
相
続
に
興
ら
し
め
る
点
で
当
否
探
聞
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
点
で
は
母
子
関
係
の
法
認
に
つ
き
認
知
手
続
に

よ
る
か
直
接
に
母
子
関
係
確
認
手
続
に
よ
る
か
の
差
異
が
あ
る
だ
け
で
、
実
際
上
の
権
利
議
務
に
大
差
を
生
じ
な
い
。
側

こ
れ
に
対
し
て
当
然
発
生
説
は
認
知
必
要
説
の
云
う
か
よ
う
な
こ
と
は
非
嫡
出
子
の
み
な
ら
ず
嫡
出
子
に
関
し
て
も
云
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
此
の
点
か
ら
非
嫡
出
子
と
母
と
の
関
係
を
認
知
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
反
論
す
る
。
ま
た
か
よ
う
な
問
題
は
、
例

外
的
事
例
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
制
度
と
し
て
考
え
る
と
き
に
、
そ
の
例
外
の
場
合
の
、
し
か
も
(
前
記
の
よ
う
に
)
妥
当
と
は
い
え
な
い
理
由
の
た
め
に
、
一

般
的
に
認
知
を
要
す
る
と
い
う
説
を
確
立
す
る
こ
と
に
は
、
到
底
讃
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
近
時
の
立
法
例
に
従
い
、
し
か
も
生
ず

る
で
あ
ろ
う
弊
害
は
、
別
の
途
で
解
決
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

更
に
認
知
必
要
説
に
よ
る
と
母
の
死
亡
後
認
知
さ
れ
た
場
合
は
第
九
一

O
条
(
相
続
の
開
始
後
認
知
に
よ
っ
て
相
続
人
と
な
っ
た
者
が

遺
産
の
分
割
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
他
の
共
同
相
続
人
が
既
に
分
割
そ
の
他
の
処
分
を
し
た
と
き
は
、
価
額
の
み
に
よ

る
支
配
の
請
求
権
を
有
す
る
)
に
よ
る
の
で
妥
当
な
解
決
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
当
然
発
生
説
に
よ
る
と
遺
産
分
割
の
す
ん
だ
の
ち
に
被
相
続
人
(
母
)
に
婚
姻
外
の
子
即
ち
非
嫡
出
子
が
い
た
と
き
に
は
そ

母

の

認

知

四
五
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も
そ
も
遺
産
の
分
割
を
し
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
の
結
果
は
甚
だ
不
当
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
当
然
発
生
説
は
、
か
か
る
場
合
に
は
「
遺
産
分
割
は
「
一
切
の
事
情
」
を
考
慮
す
る
と
い
う
中
に
ふ
く
め
て
考

え
、
そ
の
結
果
第
九
一

O
条
と
同
じ
結
果
に
な
る
こ
と
が
可
能
だ
と
反
論
す
る
。
@

4 

出
産
立

母
が
産
後
届
出
前
に
死
亡
し
た
場
合
両
説
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
認
知
必
要
説
に
よ
れ
ば
同
居
人
、

会
の
医
師
産
婆
等
が
母
を
指
示
し
て
出
生
届
を
な
し
〈
戸
籍
法
五
二
条
)
環
境
上
母
の
認
知
意
思
を
認
め
う
る
場
合
は
母
子
関
係
を
認
め

う
る
が
、
然
ら
ざ
る
場
合
は
、
認
め
得
ず
法
上
の
母
子
関
係
を
生
ぜ
し
め
な
い
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
母
が
生
ん
だ
子
の
認
知
を
拒

否
す
る
場
合
は
、
利
害
関
係
人
例
え
ば
現
実
の
養
育
者
、
時
に
は
戸
籍
上
父
母
と
な
っ
て
い
る
者
な
ど
よ
り
の
申
請
に
よ
り
家
庭
裁
判
所

が
選
任
し
た
後
見
人
が
法
廷
代
理
人
と
し
て
認
知
の
訴
を
提
起
し
、
そ
の
判
決
に
よ
り
始
め
て
母
子
関
係
を
法
認
せ
ら
れ
る
⑧

当
然
発
生
説
に
よ
れ
ば
か
か
る
手
続
は
必
要
で
な
く
、
生
ん
だ
事
実
に
よ
っ
て
当
然
母
子
関
係
は
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
子

が
真
実
の
母
に
法
律
上
の
扶
養
そ
の
他
の
権
利
を
主
張
す
る
に
は
、
母
子
関
係
存
否
の
判
断
を
経
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
実
際
的
に
は
大

差
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

当
然
発
生
説
を
と
る
学
者
も
母
の
認
知
を
全
く
認
め
な
い
立
場
と
特
殊
な
場
合
だ
け
母
の
認
知
を
認
め
る
立
場
に
分
け
ら
れ
る
。

前
者
の
立
場
を
狭
轟
の
当
然
発
生
説
と
称
し
後
者
の
立
場
を
折
衷
説
と
称
し
て
い
る
。
多
く
の
学
説
は
後
者
を
と
ら
れ
て
い
る
。

折
衷
説
は
、
非
嫡
出
母
子
関
係
は
認
知
に
よ
っ
て
の
み
生
ず
る
と
解
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
不
都
合
を
避
け
な
が
ら
、
し
か
も
同
時

に
、
民
法
の
母
の
認
知
の
文
理
を
満
足
さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
果
し
て
い
る
。

折
衷
説
も
認
知
を
認
め
る
仕
方
の
相
違
に
応
じ
て
さ
ら
に
こ
つ
の
立
場
に
分
か
れ
て
い
る
。

第
一
の
立
場
は
例
外
と
し
て
母
の
認
知
を
必
要
と
す
る
場
合
は
認
知
に
よ
っ
て
母
子
関
係
は
創
設
さ
れ
る
と
解
す
る
。
第
二
の
立
場
は

そ
の
よ
う
な
例
外
の
場
合
も
認
知
は
単
に
母
子
関
係
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
る
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
の
で
あ
る
。



即
ち
前
者
の
立
場
を
と
る
と
認
知
あ
る
ま
で
は
母
子
関
係
は
ま
だ
存
在
し
な
い
で
あ
っ
て
認
知
あ
っ
て
は
じ
め
て
母
子
関
係
は
そ
こ
で

創
設
さ
れ
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
後
者
の
立
場
を
と
る
と
、
い
か
に
特
殊
な
場
合
で
も
認
知
前
に
母
子
関
係
は

出
生
と
云
う
事
実
に
よ
っ
て
す
で
に
害
在
す
る
の
で
あ
る
が
そ
の
事
実
不
明
の
た
め
の
立
証
と
し
て
認
知
と
云
う
意
思
表
示
が
必
要
と
な

る
と
解
す
る
。

創
設
説
は
事
実
主
義
の
貫
徹
と
い
う
点
で
は
妥
協
的
、
不
徹
底
的
理
論
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
場
合
と
棄
児
な
ど
の
特

殊
な
場
合
と
で
法
的
母
子
関
係
の
発
生
に
つ
い
て
区
別
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
血
族
の
明
瞭
度
に
差
が
あ
る
と
い
い
切
れ
る
だ
ろ

う
か
。
更
に
棄
子
の
よ
う
な
例
外
の
場
合
だ
け
母
の
認
知
は
問
題
に
な
る
の
で
あ
っ
て
一
般
の
場
合
は
母
の
認
知
と
い
う
こ
と
は
問
題
に

な
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
こ
の
立
場
で
は
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
@

五

む

す

ぴ

以
上
母
の
認
知
を
め
ぐ
る
学
説
、
判
例
、
一
戸
籍
実
務
上
の
例
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

い
づ
れ
の
側
に
立
っ
て
も
現
行
法
上
の

解
釈
の
面
か
ら
は
異
論
を
生
ず
る
。

要
認
知
説
で
も
現
行
法
を
形
式
的
に
は
説
明
は
一
応
で
き
た
と
し
て
も
、
虚
偽
屈
に
よ
る
親
子
関
係
を
肯
定
す
る
か
否
か
と
云
う
点
に

な
る
と
一
貫
し
た
説
明
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

叉
当
然
発
生
説
に
よ
る
場
合
、
民
法
の
文
理
解
釈
上
の
問
題
点
を
ど
う
処
理
す
る
か
。
第
七
七
九
条
の
「
又
は
母
」
第
七
八

O
条
の
「

叉
は
母
片
第
七
八
三
条
二
項
の
「
又
は
母
」
等
更
に
或
は
第
七
七
六
条
、
第
七
七
七
条
に
よ
っ
て
事
実
関
係
の
な
い
母
子
親
子
関
係
の
存

母

の

認

知

四
七
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在
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
認
知
が
事
実
の
認
知
江
ら
ば
、
成
年
の
子
の
認
知
の
場
合
そ
の
子
の
承
諾
が
認
知
の
要
件
と
し
て
規
定
し

て
い
る
(
七
八
二
条
。
七
八
三
条
二
項
)
等
。

次
に
一
体
事
実
上
の
母
子
親
子
関
係
と
法
律
上
の
母
子
関
係
と
を
分
離
し
そ
れ
ぞ
れ
に
基
づ
い
た
効
果
を
肯
定
す
る
と
い
う
こ
と
色
こ

の
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
事
実
上
の
母
子
関
係
と
法
律
上
の
母
子
関
係
は
一
致
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
そ
の
事
実
関
係
不
明
の
場
合
(
棄
子
等
)
は
そ
の
事
実
上
の
母
子
関
係
を
立
証
し
て
当
然
母
子
親
子
関
係
が
生
ず
る
と
解
す
べ

き
で
あ
る
。

か
よ
う
に
解
す
る
と
創
設
説
は
一
貫
性
を
欠
く
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

狭
義
の
当
然
発
生
主
義
も
現
行
民
法
上
は
無
理
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
母
子
事
実
主
義
を
考
慮
し
な
が
ら
現
行
民
法
の
条
文
上
の
意
味

を
生
か
し
て
解
す
る
確
認
説
が
妥
当
だ
と
解
す
る
。

日
本
民
法
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
み
な
ら
っ
た
結
果
で
あ
り
、

法
の
母
の
認
知
制
度
は
採
用
し
な
が
ら
、
母
と
子
の
占
有
制
度
は
採
用
し
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。

母
の
認
知
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
、

し
か
も
フ
ラ
ン
ス
民

以
上
述
べ
た
よ
う
に
現
行
民
法
上
は
、
い
ず
れ
の
学
説
に
よ
っ
て
も
、
非
嫡
出
子
と
母
と
の
親
子
関
係
は
充
分
に
説
明
で
き
な
い
。

し
か
し
母
子
親
子
関
係
の
法
律
上
の
効
果
を
法
律
上
の
母
子
親
子
関
係
の
効
果
と
し
て
と
ら
え
、
法
律
上
の
母
子
関
係
を
事
実
の
親
子

関
係
と
一
致
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
折
衷
説
の
確
認
説
が
よ
り
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
な
批
判
は
あ
る
に
せ
よ
、
昭
和
三
十
七
年
の
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
長
い
変
遷
の
後
、

一
応
此
立
場
を
採
用
し
た
と
い
え

る。
l 
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山
本
正
憲
良
商
雑
誌
五
O
、
五
(
非
嫡
出
子
親
子
関
係
の
発
生
〉
六
八
頁

谷
口
前
掲
八
五
頁

谷
口
親
子
法
の
研
究
八
四
頁

青
木
他
・
一
戸
籍
工
出
生

l
一
七
八

l
九
頁

谷
巴
戸
籍
法
八
六
頁

本
判
決
は
当
然
発
生
説
を
採
っ
た
原
判
決
を
破
棄
し
た
の
で
あ
る
が
、
法
律
上
の
親
子
関
係
と
事
実
上
の
親
子
関
係
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
父
と

母
と
を
差
別
す
る
乙
と
な
く
認
知
に
よ
る
と
し
た
。

穂
積
量
逮
民
法
判
例
研
究
謙
一
八
O
頁
、
母
の
私
生
子
を
認
知
す
る
乙
と
は
泰
子
の
様
な
他
極
め
て
稀
で
あ
る
。
父
は
即
ち
男
で
あ
り
、
母
は
即

ち
女
で
あ
る
と
い
う
大
事
実
が
果
し
て
差
別
に
道
理
を
与
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
本
判
決
に
反
論
さ
れ
る
。

山
本
正
憲
民
商
雑
誌
第
五
O
巻
五
号
非
嫡
出
親
子
関
係
の
発
生
(
七
O
ニ
頁
l
七
O
三
頁
)

穂
積
霊
逮
前
掲
論
文

末
川
博
破
致
判
例
研
究
第
一
巻
二
二
ハ
頁
扶
養
義
務
関
係
と
法
律
上
の
親
子
関
係
と
を
分
離
す
べ
き
で
な
い
旨
反
論
さ
れ
る
。

長
沼
担
法
学
新
報
ニ
九
巻
一

O
号
同
意
見

森
一
本
富
士
雄
法
律
学
研
究
二
五
巻
八
号
扶
養
の
関
係
に
お
け
る
母
子
関
係
と
法
的
母
子
関
係
を
別
個
に
考
え
て
色
民
法
上
論
理
と
し
て
成
り
立
ち

う
る
旨
述
べ
ら
れ
る

末
川
新
法
律
学
演
習
講
座
親
族
法
普
及
版
一

O
五
頁

中
川
滞
立
命
館
法
学
九
頁
l
一
O
一
頁

本
一
判
決
が
「
原
則
」
と
い
う
表
現
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
中
間
説
(
折
衷
説
)
に
た
っ
て
い
る
旨
折
衷
説
の
立
場
か
ら
説
か
れ
る
:
:
:
山
本
民
商

雑
誌
五
O
巻
五
号
よ
り
転
用

門
坂
正
人
民
法
雑
誌
四
八
巻
三
号
「
母
と
嫡
出
子
閣
の
親
子
関
係
と
認
知

本
判
決
は
条
件
付
当
然
発
生
説
に
従
っ
て
い
る
点
を
指
摘
な
さ
れ
、
婚
外
母
子
関
係
は
つ
ね
に
分
娩
と
い
う
事
実
に
よ
ら
て
当
然
生
ず
る
と
云
う

立
場
か
ら
本
判
決
に
対
し
て
無
条
件
に
は
賛
成
で
き
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。

谷
口
知
平
親
子
法
の
研
究
九
六
頁
註
釈
親
族
法
三
三
四

l
ゴ
一
三
五
頁

3 4 5 6 7 8 9 13 12 11 10 16 14 16 17 

母

の

認

知

四
九
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33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 

中
島
玉
士
同
法
学
論
叢
第
一
八
巻
二
号
二
九
七
頁
|
三
0
0

谷
口
知
平
註
釈
親
族
法
一

o=一頁
l
一
O
六
頁

山
中
康
雄
現
代
私
法
学
の
諸
問
題
上
、
勝
本
先
生
還
歴
記
念
論
文
(
認
知
の
本
質
V

民
蕗
雑
誌
七
巻
一
号
(
私
生
子
の
認
知
に
つ
い
て
付
)
三
O
頁

松
坂
佐
一
民
法
提
要
七
九
頁

青
山
家
族
法
論
一
六
O
頁

田
村
五
郎
家
族
法
大
系
親
子
(
母
の
認
知
)

山
中
康
雄
前
掲
論
文

谷
口
知
平
親
子
法
研
究
及
び
註
釈
担
割
技
法
(
上
)

山
中
前
掲
論
文

田
村
前
掲
論
文

中
川
前
掲
論
文

谷
口
前
掲
論
文

山
中
前
掲
論
文

田
村
五
郎
註
釈
親
族
法
(
上
)

田
村
前
掲
論
文


